
JP 5647499 B2 2014.12.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半導体発光素子と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を受けて可視光を出射する蛍光体と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を前記蛍光体の一方の面に向けて集光させる
集光光学系と、
　前記蛍光体から出射された可視光を車両前方へ投影する投影レンズと、
を備える車両用灯具において、
　前記投影レンズは、前記蛍光体から当該投影レンズに入射した前記励起光を拡散させる
拡散部を有するとともに、前記蛍光体の一方の面に対向するように配設され、
　前記拡散部は、前記投影レンズのうち、前記集光光学系で集光されて前記蛍光体で正反
射された前記励起光が照射される部分に形成されていることを特徴とする車両用灯具。
【請求項２】
　半導体発光素子と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を受けて可視光を出射する蛍光体と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を前記蛍光体の一方の面に向けて集光させる
集光光学系と、
　前記蛍光体から出射された可視光を車両前方へ投影する投影レンズと、
を備える車両用灯具において、
　前記投影レンズは、前記蛍光体の近傍に位置する焦点を有するとともに、前記蛍光体か
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ら当該投影レンズに入射した前記励起光を拡散させる拡散部を有し、前記蛍光体の他方の
面に対向するように配設され、
　前記拡散部は、前記投影レンズのうち、前記集光光学系で集光されて前記蛍光体を透過
した前記励起光が照射される部分に、凹凸加工が施されることで形成されていることを特
徴とする車両用灯具。
【請求項３】
　前記半導体発光素子はレーザー光を出射するものであることを特徴とする請求項１又は
２に記載の車両用灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用灯具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車用ヘッドライトなどの車両用灯具として、光源に半導体発光素子と蛍光体
を用いたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。この種の車両用灯具では、半
導体発光素子から蛍光体へ励起光（例えば青色光）を照射することによって、蛍光体が励
起されて発する光（例えば黄色光）と励起光とを混色させて可視光（例えば白色光）を出
射させ、この可視光を投影レンズ等の光学系によって車両前方へ投影している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４１２４４４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の車両用灯具では、一部の励起光が蛍光体で正反射されるなど
して、所定の色に混色されることなくそのまま投影レンズ等から出射されてしまうため、
投影像に部分的な色ムラが生じてしまう。
【０００５】
　本発明は、上記事情を鑑みてなされたもので、投影像の色ムラを抑制することのできる
車両用灯具の提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、
　半導体発光素子と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を受けて可視光を出射する蛍光体と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を前記蛍光体の一方の面に向けて集光させる
集光光学系と、
　前記蛍光体から出射された可視光を車両前方へ投影する投影レンズと、
を備える車両用灯具において、
　前記投影レンズは、前記蛍光体から当該投影レンズに入射した前記励起光を拡散させる
拡散部を有するとともに、前記蛍光体の一方の面に対向するように配設され、
　前記拡散部は、前記投影レンズのうち、前記集光光学系で集光されて前記蛍光体で正反
射された前記励起光が照射される部分に形成されていることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、
　半導体発光素子と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を受けて可視光を出射する蛍光体と、
　前記半導体発光素子から出射された励起光を前記蛍光体の一方の面に向けて集光させる
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集光光学系と、
　前記蛍光体から出射された可視光を車両前方へ投影する投影レンズと、
を備える車両用灯具において、
　前記投影レンズは、前記蛍光体の近傍に位置する焦点を有するとともに、前記蛍光体か
ら当該投影レンズに入射した前記励起光を拡散させる拡散部を有し、前記蛍光体の他方の
面に対向するように配設され、
　前記拡散部は、前記投影レンズのうち、前記集光光学系で集光されて前記蛍光体を透過
した前記励起光が照射される部分に、凹凸加工が施されることで形成されていることを特
徴とする。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の車両用前照灯において、
　前記半導体発光素子はレーザー光を出射するものであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、投影レンズが、蛍光体から当該投影レンズに入射した励起光を拡散さ
せる拡散部を有するので、蛍光体で可視光とされなかった一部の励起光が投影レンズに入
射すると、当該励起光が拡散部によって拡散される。したがって、励起光が半導体発光素
子から出射された強度のまま投影レンズから出射されることを防止でき、ひいては投影像
の色ムラを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第一の実施形態における車両用灯具の側断面図である。
【図２】第一の実施形態における車両用灯具での光路を説明するための図である。
【図３】第二の実施形態における車両用灯具の側断面図である。
【図４】第二の実施形態における車両用灯具での光路を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１３】
［第一の実施形態］
　図１は、本発明の第一の実施形態における車両用灯具３の側断面図である。
　この図に示すように、車両用灯具３は、いわゆるダイレクトプロジェクション型のヘッ
ドライトであり、レーザーダイオード（以下、ＬＤという）３１と、集光レンズ３７と、
蛍光体３２と、投影レンズ３５とを備えている。
【００１４】
　このうち、ＬＤ３１は、本発明に係る半導体発光素子であり、蛍光体３２の励起光とし
ての青色のレーザー光を上方へ向けて出射する。また、ＬＤ３１は、左右方向（図１の紙
面垂直方向）に長尺なレーザー出射口を有しており、左右方向に幅広なレーザー光を出射
する。
【００１５】
　集光レンズ３７は、本発明に係る集光光学系であり、ＬＤ３１の上方に配置されて、当
該ＬＤ３１から上方へ出射された青色光を更に上方に配置された蛍光体３２の主表面に向
けて集光させる。より詳しくは、集光レンズ３７は、ＬＤ３１からの青色光を、蛍光体３
２の主表面を通じてその厚さ方向の略中心に集光させる。
【００１６】
　蛍光体３２は、ＬＤ３１から出射された青色光を受けることで励起されて黄色光を発す
る蛍光材料であり、主表面を前方斜め下方に向けた状態で集光レンズ３７の上方に配設さ
れている。この蛍光体３２が青色光を受けると、当該蛍光体３２で散乱した青色光が黄色
光と混色される結果、白色光が放射状に出射される。また、蛍光体３２は、集光レンズ３
７によって集光されたＬＤ３１からの青色光を主表面で受けて、この主表面から前方へ白
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色光を放射状に出射するように構成されており、主表面の面積が青色光の集光スポット径
の面積と略同一となるように形成されている。そのため、この蛍光体３２は、青色光の集
光スポット径と略同サイズの点光源のごとく白色光を出射させる。
【００１７】
　投影レンズ３５は、前面が凸面の非球面平凸レンズであり、前後方向に沿った光軸Ａｘ
上に蛍光体３２が位置するように後面を蛍光体３２の主表面に斜めに対向させつつ当該蛍
光体３２の前方に配置されている。この投影レンズ３５は、蛍光体３２の近傍に位置する
物側焦点を有しており、蛍光体３２から出射された白色光を車両前方へ投影する。
【００１８】
　また、投影レンズ３５の後面には、微細な凹凸加工が施された拡散部Ｓが形成されてい
る。拡散部Ｓは、投影レンズ３５の後面のうち、集光レンズ３７で集光されて蛍光体３２
で正反射された青色光が照射される部分に形成されている（図２（ａ）参照）。この拡散
部Ｓは、蛍光体３２で白色光とされずに正反射されて投影レンズ３５に入射した青色光を
拡散させる。
【００１９】
　図２（ａ），（ｂ）は、車両用灯具３での光路を説明するための図である。
　以上の構成を具備する車両用灯具３では、図２（ａ）に示すように、ＬＤ３１から出射
された青色光（励起光）が集光レンズ３７によって蛍光体３２に集光され、その殆どが白
色光とされて前方へ出射される。このとき、蛍光体３２に集光された青色光の一部が白色
光とされずに蛍光体３２で正反射されて投影レンズ３５に向かうものの、投影レンズ３５
の後面の拡散部Ｓに入射して拡散されるため、青色光がＬＤ３１から出射された強度のま
ま投影レンズ３５から出射されることを防止できる。
　蛍光体３２から出射された白色光は、図２（ｂ）に示すように、投影レンズ３５から車
両前方へ照射される。
【００２０】
　以上の車両用灯具３によれば、蛍光体３２で白色光とされずに正反射された青色光が拡
散部Ｓによって拡散されるので、青色光がＬＤ３１から出射された強度のまま投影レンズ
３５から出射されることを防止でき、ひいては投影像の色ムラを抑制することができる。
【００２１】
　また、レーザー光である青色光がそのまま灯具外へ出射されてしまうと人体に対する安
全性（アイセーフティ）の面でも好ましくないところ、青色光がＬＤ３１から出射された
高い強度のまま投影レンズ３５から出射されることを防止できるので、この安全性を確保
することができる。
【００２２】
［第二の実施形態］
　続いて、本発明の第二の実施形態について説明する。なお、上記第一の実施形態と同様
の構成要素には同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００２３】
　図３は、本発明の第二の実施形態における車両用灯具４の側断面図である。
　この図に示すように、車両用灯具４は、上記第一の実施形態と同様に構成された投影レ
ンズ３５の他、ＬＤ４１と、集光レンズ４７と、蛍光体４２とを備えており、青色光を蛍
光体４２の後面から前方へ透過させるように構成されている点で上記第一の実施形態にお
ける車両用灯具３と異なっている。
【００２４】
　ＬＤ４１は、前方へ向けて青色光を出射するように配置されており、その他の点におい
ては上記第一の実施形態におけるＬＤ３１と同様に構成されている。
　集光レンズ４７は、本発明に係る集光光学系であり、ＬＤ４１の前方に配置されて、当
該ＬＤ４１から前方へ出射された青色光を更に前方に配置された蛍光体４２の後面に向け
て集光させる。より詳しくは、集光レンズ４７は、ＬＤ４１からの青色光を、蛍光体４２
の後面を通じてその厚さ方向の略中心に集光させる。
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【００２５】
　蛍光体４２は、上記第一の実施形態における蛍光体３２と同様の蛍光材料であり、透光
部材４２１によって後面を支持された状態で集光レンズ４７の前方に配置されている。こ
の蛍光体４２は、集光レンズ４７によって集光されたＬＤ４１からの青色光を後方から受
けて、前方の投影レンズ３５へ向けて白色光を放射状に出射するように、前面を投影レン
ズ３５の後面に正対させた状態に配設されている。また、蛍光体４２は、集光レンズ４７
で集光されて当該蛍光体４２を前方へ透過した青色光が、投影レンズ３５の後面のうちの
拡散部Ｓが形成されている部分に照射されるように配設されている（図４（ａ）参照）。
また、蛍光体４２は、前面及び後面の面積が青色光の集光スポット径の面積と略同一とな
るように形成されている。
【００２６】
　図４（ａ），（ｂ）は、車両用灯具４での光路を説明するための図である。
　以上の構成を具備する車両用灯具４では、図４（ａ）に示すように、ＬＤ４１から出射
された青色光（励起光）が集光レンズ４７によって蛍光体４２に集光され、その殆どが白
色光とされて前方へ出射される。このとき、蛍光体４２に集光された青色光の一部が白色
光とされずに蛍光体４２を透過して投影レンズ３５に向かうものの、投影レンズ３５の後
面の拡散部Ｓに入射して拡散されるため、青色光がＬＤ４１から出射された強度のまま投
影レンズ３５から出射されることを防止できる。
　蛍光体４２から出射された白色光は、図４（ｂ）に示すように、投影レンズ３５から車
両前方へ照射される。
【００２７】
　以上の車両用灯具４によれば、上記第一の実施形態における車両用灯具３と同様の効果
を奏することができる。すなわち、蛍光体４２で白色光とされずに当該蛍光体４２を透過
した青色光が拡散部Ｓによって拡散されるので、青色光がＬＤ４１から出射された強度の
まま投影レンズ３５から出射されることを防止でき、ひいては投影像の色ムラを抑制する
ことができるとともに、人体に対する安全性を確保することができる。
【００２８】
　なお、本発明は上記第一及び第二の実施形態に限定して解釈されるべきではなく、適宜
変更・改良が可能であることはもちろんである。
【００２９】
　例えば、本発明に係る半導体発光素子としてＬＤ３１，４１を挙げて説明したが、当該
半導体発光素子はレーザーダイオードに限定されるものではなく、発光ダイオードなどで
あってもよい。
【００３０】
　また、ＬＤ３１，４１が青色光を出射し、蛍光体３２，４２が当該青色光により黄色光
を発することとしたが、これに限定されず、白色光が得られる他の構成（励起光と蛍光体
との組合せ）であってもよい。更に、蛍光体３２，４２から出射される光は白色光に限定
されず、他の色の可視光であってもよい。
【００３１】
　また、拡散部Ｓは、投影レンズ３５の後面のうち、蛍光体３２で正反射された青色光か
、或いは蛍光体４２を透過した青色光が照射される部分に形成されることとしたが、当該
部分の全範囲に亘って形成されていなくともよい。具体的には、正反射或いは透過された
青色光の出力によっては、投影像の色ムラや安全性に及ぼす影響を勘案して、上記青色光
が照射される部分よりも小さい範囲だけに拡散部Ｓを形成することとしてもよく、例えば
、ＬＤ３１，４１から出射される青色光のピークパワーに対して半値まで低減させるよう
に形成することとしてもよい。
【符号の説明】
【００３２】
３，４　　　車両用灯具
３１，４１　ＬＤ（半導体発光素子）
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３２，４２　蛍光体
３５　　　　投影レンズ
３７，４７　集光レンズ（集光光学系）
Ｓ　　　　　拡散部

【図１】 【図２】



(7) JP 5647499 B2 2014.12.24

【図３】 【図４】



(8) JP 5647499 B2 2014.12.24

10

フロントページの続き

(56)参考文献  国際公開第２００９／１４５１９７（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２０１１－１５４９９５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２１Ｓ　　　８／１０－８／１２
              Ｆ２１Ｖ　　　５／００
              Ｆ２１Ｖ　　　５／０４
              Ｈ０１Ｌ　　３３／５０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

